
２０２６年度川崎医科大学大学院医学研究科（博士課程） 

【前期】外国語（英語）出題意図・解答例 

 

１ 
【出題意図】 
英語の読解力を問う問題。英文が伝える内容を把握して、英文を正しく日本語に訳すことが出来

るかを確認するもので内容は医学領域の論文作成に関して AI が有する課題について検討するも

ので近々の課題として重要であり大学院生として必要な英語力の評価と社会的課題についての理

解を確認する目的で出題した。 

 
【解答例】 
著作権の関係上、公開しておりません。 

 

 

２ 
【出題意図】 
本文では、人生の重要な場面が、その只中では重要なものとして見えず、後から振り返ることで

初めて意味を持つという認識を示している。 

本問では、この回想の不確かさを踏まえ、「尊厳」を迷いのない態度や職業的な体面と同一視せ

ず、自らの判断の限界を引き受ける姿勢として考察できるかを問う。 

医師は専門知識と権限を持つ一方、その判断が患者の人生に取り返しのつかない影響を及ぼすこ

とがある。 

学位取得を目指す者が、過去の臨床経験を美化したり正当化したりせず、後悔や違和感を研究上

の問いへ変え、その成果を次の患者に返そうとする姿勢を備えているかを評価する。併せて、英

文の趣旨を踏まえ、自らの考えを具体的かつ一貫して述べる力を確認する。 
 
【解答例】 
医療者の尊厳という言葉から、私はまず、感情を見せず、迷いなく職務を果たす姿を思い浮かべ

る。しかし、それだけなら尊厳は、ときに自分の過ちを見ないための覆いにもなる。 

臨床では、当時は最善と思った説明や治療が、後になって患者の沈黙や家族の表情とともに思い

出され、別の選択があり得たのではないかと気づくことがある。その気づきを「仕方がなかっ

た」と閉じてしまえば、後悔はただの自己防衛になる。逆に、後悔を抱え続けるだけでも患者の

ためにはならない。 

大切なのは、過去の自分を裁くことではなく、なぜその時に見えなかったのかを問い直すことだ

と思う。学位を得ることも、その問いを肩書に置き換えることではない。臨床で覚えた小さな違

和感を研究にし、確かめ、次の患者の前で別の行動を選べるようにする。 

そのように、自分の限界から目をそらさず、それでも職務を引き受けることが、医療者の尊厳で

はないだろうか。尊厳は完成した徳ではなく、問い直し続ける態度に宿る。 

 

 

３ 
【出題意図】 
英語の医学論文を和訳させる問題である。 

ただ単に文法に基づいて日本語に変換するだけではなく、その前後の文章も含めて内容を論理的

に理解できているかを確認し、医学研究科大学院生としての英語力と思考力を評価する目的で出

題した。 

 
【解答例】 
著作権の関係上、公開しておりません。 


